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受
賞
さ
れ
た
皆
様

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
後
も
地
域
福
祉
推
進
へ
の
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。



す べ て の 人 が 幸 せ だ と 思 え る 住 民 に よ る 福 祉 の ま ち づ く り （2）

このたよりは、みなさまの会費により発行しています。

　

第
25
回
御
殿
場
市
社
会
福

祉
大
会
が
10
月
12
日（
土
）

に
、市
民
会
館
に
て
、御
殿
場

市
、市
社
会
福
祉
協
議
会
、市

献
血
推
進
協
議
会
の
共
催
に

よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

  

式
典
で
は
、社
会
福
祉
事
業

に
功
績
の
あ
っ
た
方
、事
業
の

推
進
の
た
め
に
貴
重
な
金
品

の
御
寄
託
を
い
た
だ
い
た
方
、

献
血
を
通
じ
て
治
療・医
療
活

動
に
功
労
の
あ
っ
た
方
に
感

謝
の
意
を
表
し
、表
彰
状
・
感

謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
さ
れ
た
皆
様
、お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
･
順
不
同
）

  

個
人（
金
品
の
寄
付
者
）

　

勝
又
洋
三　

 

田
代
光
行　

 

芹
沢
眞
義　

  

福
祉
太
郎

  

団
体（
金
品
の
寄
付
団
体
）

　

東
静
岡
ヤ
ク
ル
ト
販
売
株
式
会
社

　

２
０
１
２
三
井
住
友
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ａ  

太
平
洋
マ
ス
タ
ー
ズ
大
会

　

株
式
会
社
勝
又
商
事

御
殿
場
市
長
感
謝
状

　
社
会
福
祉
施
設
及
び
団
体（
役
員
10
年
以
上
、職
員
15
年
以
上
勤
続
し
、功
労
顕
著
で
あ
る
方
）

　

國
武
弘
子　
　

原　

博
男　

  

小
原
俊
一　
　
近
藤
美
津
代

　

長
田
す
み
子　

河
合
美
代
子　

天
野
繭
香

社
会
福
祉
団
体（
事
業
成
績
優
良
団
体
）

　

福
祉
車
両
運
転
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会「
た
ん
ぽ
ぽ
」

優
良
地
区（
事
業
成
績
優
良
地
区
）

　

富
士
岡
地
域
福
祉
推
進
委
員
会　

町
屋
支
部

　

富
士
岡
地
域
福
祉
推
進
委
員
会　

沼
田
支
部

　

富
士
岡
地
域
福
祉
推
進
委
員
会　

風
穴
支
部

　

原
里
地
域
福
祉
推
進
委
員
会　
　

大
沢
支
部

個
人（
社
会
福
祉
事
業
に
対
し
経
済
的
等
の
援
助
を
さ
れ
た
方
）

　

芹
澤
た
ね
子　

髙
橋
洋
子

団
体（
社
会
福
祉
事
業
の
功
労
団
体
）

　

ト
ヨ
タ
自
動
車
東
日
本
株
式
会
社

 

民
生
委
員
･
児
童
委
員（
在
職
10
年
以
上
で
功
労
顕
著
で
あ
る
方
）

　

砂
山
ふ
み
江

 

保
護
司（
在
職
10
年
以
上
で
功
労
顕
著
で
あ
る
方
）

　

土
屋　

雅　

 

小
野
田
以
左
子

御
殿
場
市
社
会
福
祉
協
議
会
長
表
彰  

個
人（
金
品
の
寄
付
者
）

　

鈴
木
栄
一　

 　
勝
又
和
代

　

本
崎
恒
子　

 

久
保
田
文
治

　

小
林
和
代　

  

川
合
岩
雄

　

江
藤
エ
ミ　

ふ
じ
さ
く
ら

　

山
田
和
代　

 
野
田
信
行

　

 　末
光
義
史　
　
小
宮
山
し
ま
子

団
体（
金
品
の
寄
付
団
体
）

　
一
般
社
団
法
人
玉
穂
報
徳
会

　

静
岡
県
立
御
殿
場
高
等
学
校

　

御
殿
場
市
婦
人
会
連
絡
協
議
会

　

大
雲
院

　

中
畑
東
区

　

株
式
会
社
ス
ズ
キ
総
業・ス
ズ
キ
総
業
協
力
会

　

時
之
栖
区

　

琴
城
流
大
正
琴
愛
好
会
三
島
支
部

　

矢
崎
エ
ナ
ジ
ー
シ
ス
テ
ム
株
式
会
社
富
士
工
場

　

御
殿
場
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
エ
コ
ハ
ウ
ス
御
殿
場

　

マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
東
海
株
式
会
社

御
殿
場
市
社
会
福
祉
協
議
会
長
感
謝
状  

団
体（
献
血
推
進
協
力
団
体
）

　

静
岡
県
立
御
殿
場
高
等
学
校

   

御
殿
場
看
護
学
校

   

立
正
佼
成
会
御
殿
場
教
会

個
人（
150
回・200
回
、又
は
250
回
以
上
の
献
血
協
力
者
）

　

増
田
敏
光　
　

勝
亦
直
己　
　

力
石
奈
津
広　

勝
又
理
恵

　

相
田
好
輝　
　

藤
江　

豊

個
人（
70
回
又
は
100
回
以
上
の
献
血
協
力
者
）

　

坂
爪
穂
高　
　

横
山
茂
美　
　

原
田
明
徳　
　

加
藤
英
徳

　

松
山
幸
尚　
　

古
屋
幸
子　
　

河
村
載
男　
　

佐
藤
雅
夫

　

江
上
健
二　
　

舟
橋
剛
二　
　

芹
澤
弘
隆　
　

伊
藤
憲
二

　

浦
田　

貫　
　

 

佐
藤
佳
亮　
　
枇
杷
利
政　
　
香
取
慎
治

　

煤
賀
実
明　
　

石
川
俊
雄       

鈴
木
晴
哉　
　

小
澤
仁
志

 

土
屋
和
俊　
　

内
藤
良
明　
　

勝
間
田
隆
吉

御
殿
場
市
献
血
推
進
協
議
会
長
表
彰 

個
人（
50
回
以
上
の
献
血
協
力
者
）

　

篠
塚
利
幸　
　

長
澤　
一　
　

城　

一
世     

新
井
哲
夫

　

勝
又
健
一　
　

  

平
田
仁
康      

佐
藤
隆
一
郎   

小
川
順
子

　

吉
田
弘
行　
　

内
田　

久　

 

水
野
口
裕
晃

御
殿
場
市
献
血
推
進
協
議
会
長
感
謝
状 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

平
成
25
年
度
全
国
社
会
福
祉
大
会
が
11
月
15
日（
金
）に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。                   （
敬
称
略
･
順
不
同
）

  

社
会
福
祉
協
議
会
長
表
彰
　

　

永
年
勤
続
功
労 　

   

山
本
千
鶴　
　

鈴
木　

浩　
　

池
谷
宏
昭
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大
　
会
　
宣
　
言
　
　

　

経
済
の
長
期
低
迷
、少
子
化
の
急
激
な
進
展
に
よ
り
、生
活

困
窮
者
や
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
増
加
な
ど
、新
し
い

社
会
問
題
が
顕
在
化
し
、私
達
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く

変
化
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、私
た
ち
は
社
会
福
祉
に
対
す
る
一
層
の
理

解
と
認
識
を
深
め
、地
域
福
祉
を
中
心
に
、心
の
か
よ
う
福
祉

活
動
を
推
進
す
る
こ
と
が
急
務
で
す
。

　

第
２５
回
御
殿
場
市
社
会
福
祉
大
会
の
開
催
に
あ
た
り
、社

会
福
祉
施
策
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、市
民
一
人
ひ
と
り
が

自
主
的・自
発
的
に
福
祉
活
動
に
参
加
し
、お
互
い
を
思
い
や

り
支
え
あ
う
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
て
、次
の

こ
と
を
宣
言
し
ま
す
。

一
、長
生
き
し
て
よ
か
っ
た
と
い
え
る
ま
ち
づ
く
り
事
業
を
推

　
進
し
ま
す

一
、地
域
福
祉
活
動
組
織
の
充
実
強
化
と
住
民
参
加
・
協
働
に

　
よ
る
活
動
を
推
進
し
ま
す

一
、地
域
に
根
ざ
し
た
総
合
的
な
支
援
体
制
の
実
現
と
在
宅
福

　
祉
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
ま
す

一
、福
祉
教
育
の
充
実
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
推
進
し
ま
す

　

平
成
25
年
度
静
岡
県
健
康
福
祉
大
会
が
10
月
22
日（
火
）、

開
催
さ
れ
ま
し
た
。          

（
敬
称
略
･
順
不
同
）

福
祉
体
験
者
の
意
見
発
表 

　

　

式
典
終
了
後
、福
祉
教
育
実
践
校
指
定
校
の
児
童
・
生
徒
、

福
祉
活
動
を
実
践
す
る
社
会
人
の
み
な
さ
ん
に
よ
る
福
祉
体

験
者
の
意
見
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
･
順
不
同
）

学
校
の
た
め
に
　

　
　
地
域
の
た
め
に

　
　
　
　
　
　
人
の
た
め
に

印
野
小
学
校

６
年
生　

勝
間
田
蓮
弥　
　

　
　
　
　

中
島
彪
也

５
年
生　

石
田
夏
麻　
　

　
　
　
　

勝
間
田
直
諒

心
を
磨
き
合
う

        

御
殿
場
小
学
校
の
子

御
殿
場
小
学
校

６
年
生　

園
田
菜
　々
　

　
　
　
　

北
山
翔
太

　
　
　
　

岩
田
有
未

私
た
ち
の
未
来
を
拓
く

　
　
　
　
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

西
中
学
校

３
年
生　

江
藤　

楓　
　

　
　
　
　

岩
田
奈
々

　
　
　
　

清
水
彩
衣

　
　
　
　

後
藤
茉
優

介
護
に
思
う

原
里
中
学
校

３
年
生　

高
田
美
空

小
学
生
福
祉
体
験

　
　
み
ん
な
で
過
ご
し
た

　
　
　
　
　
　
幸
せ
な
時
間

原
里
小
学
校

４
年
生  
長
田
希
彩

御
殿
場
南
小
学
校

神
山
小
学
校

５
年
生  

宮
澤
柚
香

運
転
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

 

た
ん
ぽ
ぽ
の
活
動
に
つ
い
て

会　

長　

早
川
孝
一　
　

副
会
長　

山
田
い
ず
み　
　

副
会
長　

和
田
喜
人　
　

社
会
福
祉
士
を
め
ざ
し
て

御
殿
場
西
高
等
学
校

３
年
生　

古
山　

光

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

法
人
役
員・事
業
所
従
事
者 　

   

市
川
雅
子　

 

五
十
嵐
善
一    

馬
場
義
和　

 

勝
間
田
千
寿
子

社
会
福
祉
関
係
団
体
役
員・従
事
者 　

   

西
山
き
み
よ　

 

西
本
妙
子

　

静
岡
県
社
会
福
祉
協
議
会
長
表
彰
　

募
金
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体　

   

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
静
岡
連
盟
第
３３
団

   

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
静
岡
連
盟
第
３４
団

　

静
岡
県
共
同
募
金
会
長
表
彰

福
祉
車
両
運
転
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会

「
た
ん
ぽ
ぽ
」

４
年
生  

的
場
奈　

稀

民
生
委
員・児
童
委
員 　

   

山
崎　
市　

 

勝
又
美
津
代　

 

佐
藤
久
美　

    

髙
森
悦
子

   

本
田
光
子　

 

三
谷
み
つ
枝　

 

勝
間
田
ツ
ヤ
子　

 

勝
間
田
豊

   

渡
邉
直
子
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・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

市立東保育園
  〃　西保育園
  〃　原里第１保育園
  〃　原里第２保育園
  〃　玉穂第１保育園
  〃　玉穂第２保育園
  〃　印野保育園
  〃　高根第１保育園
  〃　高根第２保育園
（福）雲柱社高根学園保育所
（福）すみれ福祉会すみれ保育園
（福）富岳会富岳保育園
（福）双葉会双葉保育園
（福）大東会神山保育園
（福）若葉会萩原保育園
（学）山崎学園みなみ保育園
こどもの家はしもと

保育所・無認可託児所　
（福）富岳会富岳の園
  〃　オレンジシャトー富岳
  〃　富岳学園
  〃　エイブル富岳
  〃　富岳の郷
  〃　アークビレッジ富岳
  〃　富岳フレンドハウス
  〃　富岳ビラ
  〃　第三富岳ビラ
  〃　富岳ビラ・セルプ
（福）野菊寮
（福）武蔵野会さくら学園
（福）ふじの郷さつき学園
（福）復生あせび会あせびの家
NPO法人のぞみ作業所
（福）ステップ・ワン
NPO法人すぎなむつみ作業所
（福）飛翔の会やまいも倶楽部
（福）浴光会ぐみさわ苑

福祉施設　
民生委員児童委員１４９名
鈴木艶子
根上   保
御殿場市社会福祉協議会職員
                                  ７９名

個人　

このたよりは、みなさまの会費により発行しています。

　社会福祉協議会の事業は、皆様にご加入いただく会費で実施されています。今回は賛助会員としてご
協力いただいている皆様をご紹介します。　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略･順不同）

活
動
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
て
い
る

多
く
の
皆
様
に
、

感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

皆様のご協力に感謝申し上げま
す。今後も地域福祉の推進にご
理解ご支援いただけますようお
願いいたします。

　平成25年11月5日（火）県内外に16店舗を展開するエテル
ナ（株）からランドセル24個のご寄付をいただきました。
　このランドセルは来年4月新入学児が、将来への夢と希望を
抱き、たくさんの友達と学びながら、富士山の麓ですくすくと
育ってほしいという思いを込めて寄贈されました。
　社会福祉協議会ではこの寄付を受け、
ランドセルを必要としている家庭へ
お贈りさせていただきます。

　今回寄付をいただいたランドセルについては、経済的支援の必要な家庭を中心に
贈らせていただきます。
　この件についての問合せは、社会福祉協議会　電話70-6801まで

エテルナ

エテルナ（株）代表取締役社長  羽田正宏様（左側）
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このたよりは、みなさまの会費により発行しています。

～高次脳機能障害者が生きやすい社会に～

　平成25年10月31日(木)、「高次脳機能障害」をテーマとし
た講演会を開催しました。
　この講演会は、御殿場市社会福祉協議会役職員研修を、市民
の皆様にも公開する形で実施され、50名の参加を得て実施され
ました。
　柴本氏は、自らの夫が高次脳機能障害を持っているというこ
と、この障がいの家族会活動に関わっているという立場から、ま
だまだ認知度の低いこの障がいについてユーモアを交えながら
お話しいただきました。

　また、講演会の最後には、御殿場市における高次脳機能障害家族会
「ふじざくら」の設立が宣言されました。
　自らもこの障がい当事者である、当社会福祉協議会会長の大橋由来夫
が会長となり、当事者自身が運営する家族会が誕生しました。

柴本礼氏（上）より、高次脳機能障害につい
てわかりやすくお話しいただきました。
柴本氏の著作、「日々コウジ中」は絶賛発売
中です。

高次脳機能障害とは
　病気や事故などの原因で脳が損傷され、言語・思考・記憶・行為・学習・
注意などに機能障害がおきた状態のこと。
　柴本氏の夫の場合、①記憶障害、②注意障害、③行動と感情の障が
い、④遂行機能障害、⑤地誌的障害、⑥作話、⑦病識の欠如、⑧金銭管
理ができない、⑨保持の障がいがある。
　脳の損傷部分によって現れる障がいが異なる。また、諸症状が重複す
るため複雑な症状となって現れる。

家族会「ふじざくら」
についてのお問い合わせは
社会福祉協議会
電話70-6801まで

何歳になっても自分らしくいきいきと暮らすために

包括支援センター菜の花
電話70-6804

居宅介護支援事業所（ケアマネージャー）
電話70-6805

デイサービスセンターすまいる
電話70-6807

デイサービス（通所介護のご紹介）
　年を重ね高齢期になっても、自分らしく暮らしていくためには、
要介護状態にならないように「介護予防」に努めるとともに、介護
が必要となった場合においても、「介護保険サービス」を上手に
利用することが大切です。適切な支援を受けることで、健康な生
活を維持していくことができます。
　デイサービスは、施設で、食事・入浴などの日常生活上の支援
や、レクリエーション活動・運動等を日帰りで行います。身体の健
康、社会的なつながりの維持を目的に支援を行っています。
　ご利用方法や内容等、詳しくは、お近くの地域包括支援セン
ター、居宅介護支援事業所までお問い合わせください。
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福祉情報玉手箱得する面白い役に立つ福祉情報玉手箱得する面白い役に立つ

このたよりは、みなさまの会費により発行しています。
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みんなで支え合うあったかい地域づくり
１２月１日から歳末たすけあい運動がはじまります

み
な
さ
ま
の
心
温
ま
る
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

話
題
の
ス
マ
ー
ト
フ
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ン
の
使
い
方
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体
験・学
習
で
き
る
機
会
で
す
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運
動
期
間 

12
月
１
日
〜
31
日

平成24年度の実績
■経済的に支援を必要とされる家庭に
                   ２36世帯　3,909,000円
■小規模授産所・無認可保育所の充実に
                        7施設　　700,000円
■ハンセン病療養施設入所者自治会に
                           ２件      140,000円
■平成25年度共同募金資金
                             1,028,810円
                         合計　5,777,810円

平成２5年度目標額  ６２０万円
本年度もみなさまの心温まるご協力をお願いいたします。 募金

御殿場市民交流センターふじざくら
「スマートフォン体験講座」参加者募集

日
　
時
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「心の健康講座」参加者募集中
日
　
時
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日　時　平成25年11月30日（土）
            午前10時～午後２時
会　場　むつみ作業所周辺
　　　　御殿場市山尾田156
内　容　・市内作業所の製品販売
　　　　・模擬店(焼きそば、たこ焼き等)
　　　　・よさこい、フラメンコ等のステージショー
　　　　 ・アームレスリング、ビンゴゲーム
問合せ　むつみ作業所   電話 82-6478

つくし会設立40周年
むつみ作業所設立30周年

感謝の集い開催

❶ 啓発ポスター、パンフレットの作成、配付
❷ 福祉活動展示
日　時　平成25年11月28日（木）～12月9日（月）
場　所　ふじざくら　交流ロビー
内　容　障がい福祉関係団体・施設の活動展示

　「障害者週間」は、国民の間に広く障がい福
祉についての理解と関心を高めるとともに、
障がい者が社会・経済・文化その他あらゆる分
野の活動に、積極的に参加する意欲を高める
ことを目的に設置されました。
　国際障害者デーの12月３日を起点として、
障がい者の日である12月９日までの１週間
に、様々な啓発活動が行われています。

12月３日～９日は

障害者週間です
平
成
25
年
12
月
6
日（
金
）ま
で
に

社
会
福
祉
協
議
会
へ
申
し
込
む
。


